
シン学校プロジェクト説明会

令和5年10月20日（金）午後2時～午後3時
一宮市役所 本庁舎 14階 1401会議室



身近な学校を思い出してください。

古いと思いますか？
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これまでの公共施設整備
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●昭和50年代 1975年～
急激な人口増加に対応するため、多くの公共施設

を整備した。

●平成28年時点 2016年
市が保有する公共施設の約６割が築３０年以上を

経過。その中で学校教育系施設は、全体の約４割を
占めている。



中部中学校
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一宮市の公共施設の現状

減価償却率：老朽化の程度を示したもの。
※「減価償却累計額／取得価額」で計算される。

小中学校の施設が最も古くなっている
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校舎の老朽化がすすんでいます。
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児童・生徒数の推移

児童生徒数は、昭和50年代をピークに減少を続けている。

令和 5 年 5 月 １ 日現在の児童生徒数は、
30,198人（児童19,732人、生徒10,466人）

昭和 53 年 5 月 1 日現在の児童生徒数は、
54,259人（児童37,726人、生徒16,533人）

令和 5 年の児童生徒数は、

昭和 53 年の児童生徒数の 約56％
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「拡充」から「縮充」へ

新しく造ることで行政サービスの向上を図る「拡充」
から、全体を減らしながらも行政サービスの向上・維持
を図る「縮充」へ転換が必要。

「一宮市公共施設等総合管理計画（令和4年3月改定）」

目標① 建築後80年間を目途に使用する。
目標② 今後40年で床面積を15％縮減する。
方針① 施設の統合や廃止を進める。
方針② 大規模な修繕や建替えを計画的に行う。
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これからの公共施設整備



61校 （小学校42校、中学校19校）

●市立小中学校数
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一宮市の学校施設

●校舎の老朽化の現状

築40年以上の校舎が、全体の床面積の約9割

築60年以上経過した校舎を保有している学校が
築69年を筆頭に23校（約４割）

（小学校 42校中 15校、中学校 19校中 8校）
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文部科学省の校舎更新の考え方
70～80年で更新を検討
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シン学校プロジェクトのコンセプト

 新時代にふさわしい学校の在り方

 新時代に合うように分野を超えて

 地域づくりを改めて考えるきっかけに

◎必要な老朽化した校舎の更新も、並行して進めます
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地域で育ち 共に学びあう

他の施設との
複合化

校舎の建て替え・
減築 学校区の再編 小中一貫校・

新しい教育の在り方
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中心市街地の少子化問題を解決するため、
小学校5校と中学校2校を統合し、
新たな小中一貫校を設立した。

用途 小学校、中学校、地域図書館
竣工 令和2年4月
児童生徒数
(令和4年5月1日現在)

小学校 28学級：708人
中学校 12学級：306人

小中一貫校
瀬戸市立にじの丘学園
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小学校と 近接する公民館・図書館の建物の老朽化・耐震化問題の解決策として、
複合施設を整備した。

用途 小学校、公民館、図書館、学童保育
構造・階数 地上4階、地下2階建

開校年 平成15年
児童数 1～6年 30学級：836人 (令和3年度)

複合施設
志木（しき）小学校 埼玉県志木市
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第1期プロジェクト として
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2024（令和6）年度から10年程度を視野に 2クールで実施

◆第1クール 2024（令和6）年度 → 2030（令和12）年度
◆第2クール 2027（令和9）年度 → 2033（令和15）年度

① 全国の事例を紹介し、一宮市の現状を伝える（R5.11）
② 基本方針を策定（R6.3）

③ 意見・アイデアを募集し、対象校を選定
広く市民の皆さんからご意見・アイデアを募集（R6.4～）

④ 対象校の整備計画を策定
より良い計画とするためにワークショップを開催（R6後半）
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校舎改築のスケジュール案

令和５年度 令和６年 令和７年
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R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

第一期

ワーク
ショップ

基本設計 実施設計
仮設校舎設置

既設解体工事 校舎建設工事

地元関係団体
説明等

基本設計 実施設計 仮設校舎設置

既設解体工事 校舎建設工事

PFI検討委員会
DBO等プロポーザル

第一期のスケジュール

老朽化校舎の更新 ・ 複合化等

学校区 再編 を伴うもの

通学区域審
議会再編計画案 地元協議

教
育
委
員
会
で
の
承
認

市
議
会
で
の
審
議

ワーク
ショップ

基本設計 実施設計
仮設校舎設置 既設解体工事 校舎建設工事

PFI検討等

PFI検討等
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第 1 クール

学校区の再編を考える！！

第２クール



第1期プロジェクトにかかるお金
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◆150億円程度の規模を想定
一つの校舎の建て替えに、15億円必要
学校全体を更新すると、30億円～50億円必要

◆財源
45億円 45億円 30億円 30億円

市基金(30%) 市費(30%) 国費(40%)

市基金 市費 国費 国費
（公共施設整備等基金） （一般財源） （交付税） （学校施設環境改善交付金）



いくつの学校を更新するのか？

単純に校舎を建て直すとすると、

• １校舎あたり、約１５億円（R3の推定価格）

• 元手 １５０億円 → １０校舎分

実際は？ 複合化すると費用が増加する？

• 例えば、４校老朽化した校舎を更新すると、
１５億円×４校舎＝６０億円 → 残り９０億円

• 複合化を４校、行うとすると
９０億円÷４校舎＝22.5億円/校舎 → ８校舎程度
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さあ、みんなで考えましょう！

更新された施設は今後80年、地域に根付きます。

学校は、老朽化の状況に応じて行うだけではなく、

新しい学校づくりに向けた地域や関係者の熱意・アイディアなども

考慮して選定します。

他の施設との複合化、学校区の再編、小中一貫校など

新たな学校教育の在り方など、あらゆる可能性を検討します。
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（案）
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ご清聴ありがとうございました

相談や不明な点等ございましたら、
お気軽にお問い合わせください。

市役所４階 45番窓口 教育部 総務課
28-8100（市役所代表）

この後、質疑応答の時間を設けています。
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疑問
誰が応募できるのか？

地元で組織？

最終決定は？


